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穏
や
か
な
瀬
戸
内
海
と
島
々 、
オ
リ
ー

ブ
の
緑
と
赤
土
が

映
え
る
光
あ
ふ
れ
る
牛
窓
の
風
景
を
愛
し 、

30
年
以
上
に
わ

た
っ
て
描
き
続
け
た
洋
画
家・
佐
竹
徳
先
生
を
紹
介
し
ま
す 。

佐
竹
が
初
め
て
牛
窓
を
訪
れ
た
の
は
1
9
5
9
(
BB
和
34)

年、
親
交
の
あ
っ
た
キ
リ
ス
ト

敦
社
会
活
動
家
の
賀
川
豊
彦
を

高
松
市
の
病
院
に
見
舞
っ
た
帰
途
に 、
旧
友
阿
藤
秀
一
郎
に

牛
窓
オ
リ
ー

ブ
園
を
案
内
さ
れ
た
と
き
で
し
た 。
1
9
6
3

函
和
38)
年
頃
か
ら
1

年
の
大
半
を
牛
窓
で
暮
ら
し 、
オ

リ
ー

ブ
園
に
あ
る
赤
屋
根（
清
風
亭）
を
ア
ト
リ
エ
と
し
て 、

作
品
の
制
作
に
写
け
暮
れ
る
生
活
を
送
リ
ま
し
た

。

1
9
6
7
(
BB
和
42)
年
の
第
10
回
新
日
展
で
内
閣
総
理
大

臣
賞
を
受
賞
し
た
「
オ
リ
ー

ブ
と
海
（
牛
窓）」

を
は
じ
め

と
す
る
オ
リ
ー

ブ
を
描
い
た
作
品
の
数
々
が
こ
こ
牛
窓
で
生

ま
れ
ま
し
た 。

—
画
業
の
は
じ
ま
り
ー

佐
竹
は
本
名
を
徳
次
郎
と
い
い 、
1
8
9
ワ（
甲
治
30)
年

大
阪
市
に
生
ま
れ
ま
し
た 。
1
9
1
5（
大
正
4)
年
に
本
格

的
に
絵
を
学
ぶ
た
め
京
都
の
関
西
美
術
院
に
入
リ 、
鹿
子
木

孟
郎
の
教
ス
を
受
け
ま
す 。
し
か
し
同
年
12
月
に
鹿
子
木
が
渡

仏
し
た
た
め 、
翌
年
に
上
京
し 、
藤
島
武
二
が
指
導
す
る
川

端
絵
画
研
究
所（
旧
川
端
画
学
校）
西
洋
画
科
に
学
び
ま

す 。
川
端
絵
画
研
究
所
在
所
中
に
は
坂
田一
男
と
交
友
が
あ

リ
ま
し
た 。
ま
た 、
安
井
曾
太
郎
の
ア
ト
リ
エ
を
訪
ね
て
絵
を

み
て
も
ら
う
こ
と
も
あ
リ
ま
し
た 。
20
歳
の
頃 、
1
9
1
7

（
大
正
6)
年
の
第
11
回
文
展
に「
清
き
朝」
を
出
D
DD

し
て
初

入
選
し
ま
す 。
1
9
2
o(
大
正
9)
年

の
第
2
回
帝
展
で
2
作
品
が
入
選 ‘
続

く
第
3
回
帝
展
で
は
特
選
を
受
賞
す

る
な
ど
早
く
か
ら
才
能
を
認
め
ら
れ

ま
し
た 。

ー
賀
川
豊
彦 、

キ
リ
ス
ト

教
と
の
出
会
い
1

画
家
と
し
て
大
変
恵
ま
れ
た
は
じ
ま

リ
で
し
た
が 、
1
9
2
1（

大
正
10)
年

に
坂
田一
男
に
見
せ
ら
れ
た
セ
ザ
ン
ヌ

の
画
集
に
自
分
の
絵
に
は
な
い
深
い
精

神
性
を
見
出
し 、
ま
た
1
9
2
2（
大

正
11)
年
に
西
田
天
香
の
著
書
『
懺
悔

の
生
活』
に
影
響
を
受
け 、
人
と
し
て

の
生
き
方
や
画
家
と
し
て
の
在
リ
方

に
悩
み 、
絵
が
描
け
な
く
な
っ
て
し
ま

い
ま
す 。

こ
の
様
子
を
心
配
し
た
義
兄
の
計

ら
い
で 、
佐
竹
は
神
戸
か
ら
船
で
イ
ン

ド
に
む
け
て
旅
に
出
ま
す 。
ジ
ャ
ワ
や

イ
ン
ド
を
訪
ね 、
旅
の
中
で
再
び
絵
を

描
く
活
力
を
得
て
1
9
2
3
（
大
正

12)
年
に
帰
国
し
ま
す 。
同
年
9
月
に
関
東
大
震
災
が
起
き 、

救
済
復
興
活
動
の
た
め
に
上
京
し
た
賀
川
豊
彦
と
出
会
い
ま

す 。
後
に
結
婚
す
る
菊
池
千
歳
と
も
救
済
復
興
活
動
に
参
加

し

、
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「オリーブの丘」 1964(昭和39)年制作
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す
る
中
で
出
会
い
ま
し
た 。
以
来 、
佐
竹
に
と
っ
て
賀
川
は
精

神
的
支
柱
に 、
キ
リ
ス
ト

教
は
画
家
と
し
て
拠
っ
て
立
つ
基

盤
と
な
リ
ま
し
た 。

ー
東
北
の
自
然
か
ら
牛
窓
へ
—

牛
窓
の
風
景
と
出
会
う
以
前
に 、
佐
竹
は
東
北
を
中
心
に

全
国
各
姫
の
風
景
を
描
い
て
い
ま
す 。
1
9
4
o(
吃
和
15)

年 、
佐
竹
は
初
め
て
青
森
県
の
十
和
田
村（
現
青
森
県
十
和

田
市）
を
訪
れ 、
こ
れ
以
降 、
約
20
年
に
わ
た
リ
十
和
田
湖

及
び
奥
入
瀬
渓
流
に
画
題
を
求
め
て
赴
い
て
い
ま
す 。
対
象

を
注
意
深
く
観
察
し 、
自
然
の
中
の
光
と
色
彩
を
細
か
な

タ
ッ
チ
で
画
面
上
に
積
み
重
ね
る
こ
と
に
よ
っ
て 、
植
物
や
岩

石 、
流
れ
る
水
の
物
質
的
存
在
感
も
見
事
に
描
き
ま
し
た 。

こ
れ
ら
の
作
品
に
よ
リ
佐
竹
は「
渓
流
の
画
家」
と
し
て
知

ら
れ
ま
し
た 。

1
9
4
5（
昭
和
20
年）
戦
災
に
よ
っ
て
東
京
の
自
宅
が
全

焼
し 、
作
品
も
焼
失
し
ま
す
が 、
佐
竹
は
危
う
く
命
拾
い
を

し
ま
す 。
こ
の
こ
と
を
き
っ
か
け
に 、
翌
年 、
生
ま
れ
変
わ
っ
た

つ
も
リ
で
画
家
の
名
前
を「
佐
竹
徳」
と
し
ま
し
た 。
そ
の
後

は
日
展 、
新
日
展
を
中
心
に
作
品
を
発
表
し
続
け 、
独
自
の

境
地
を
確
立
し
て
い
き
ま
す 。
1
9
5
3（
昭
和
28)
年
の
第

9
⑰
日
展
に
出
0
00

し
た「
清
津
峡
谷」
（
岡
山
県
立
美
術
館

蔵）
を
見
た
賀
川
豊
彦
は 、
大
自
然
の
中
に
不
滅
の
美
を
見

出
す
技
に
よ
っ
て「
自
然
画
が
宗
教
画
に
な
っ
て
い
る」
と
述

べ
て
い
ま
す 。
1
9
9
1（

平
成
3)
年
に
は
日
本
芸
術
院
会

貝
と
な
リ 、
1
9
9
3（
平
成
5)
年
に
は
牛
窓
町
名
誉
町
民

（
現
瀬
戸
内
市
名
誉
市
民）
に
な
リ
ま
す 。

牛
窓
に
制
作
の
拠
点
を
移
し
て
か
ら
の
佐
竹
は 、
牛
窓
の

オ
リ
ー

ブ
園
で
精
力
的
に
制
作
に
励
み 、
そ
こ
に
集
う
人
々

と
気
さ
く
に
交
流
し 、
優
れ
た
画
家
で
あ
る
だ
け
で
な
く
温

厚
な
そ
の
人
柄
に
よ
っ
て 、
多
く
の
人
に
慕
わ
れ
愛
さ
れ
て

「窓」 1979(昭和54)年制作

瀬
戸
内
市
立
美
術
館

学
芸
員

（
土
岐

梢）

き
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す 。

当
館
の
佐
竹
徳
作
品
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は 、

佐
竹
か
ら
寄

贈
を
受
け
た
作
品
68
点
を
含
む
収
閾DDD
69
点
と
寄
託DDD
1

点

の
あ
わ
せ
て
70
点
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す 。

中
に
は
輿
入
瀬

を
は
じ
め
と
す
る
全
園
各
地
の
風
景
や
オ
リ
ー

ブ
を
描
い
た

作
品
の
他
に 、

醇
物 、

人
物
像
や
佐
竹
の
作
品
と
し
て
は
珍

し
い
裸
婦
像
な
ど
が
あ
リ 、

こ
れ
ら
の
作
品
を
順
次
展
示
し

て
い
ま
す 。

2
0
2
2
（
令
和
4)
年
3
月
に
開
催
す
る
佐
竹
徳
展
で

は 、
当
館
が
所
蔵
す
る
風
景
画
の
主
要
な
作
品
と
と
も
に 、

1
9
5

 o(
昭
和
25)
年
第
6
回
日
展
に
審
査
員
と
し
て
出DDD

し
た
作
品「
ご
い
し」
の
も
と
と
な
っ
た
ス
ケ
ッ
チ
32
点
を
展
示

し
ま
す 。

こ
の
う
ち
26
点
は
初
出DDD
と
な
リ
ま
す 。

こ
れ
ら

を
通
じ
て 、

佐
竹
の
作
品
世
界
の
魅
力
に
触
れ
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す 。

「柿」 1945~50(8召和20~25)年頃制作 「黒生」 1950~59(昭和25~34)年頃制作
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第
10
回
瀬
戸
内
市
吟
剣
詩
舞
発
表
会

ふ
る
さ
と
紀
行
「
吟
と
舞」

日
時
：

令
和
4
年
3
月
13
日
（
日）

関
演
〔
13
詩
S

（
開
場
らに
特
30
分
S)

会
場
：

瀬
戸
内
市
中
央
公
民
館
ホ
ー

ル
2
F

定
員
二
0
0
名

入
場
無
料

内
容
：．

詩
情
あ
ふ
れ
る
吟
詠
と
詩
舞 、

迫
力
あ
る
剣
舞
の
舞
台
で
す 。

瀬
戸
内
市
吟
剣
詩
舞
研
究
会
（
石
光
順
恵）

瀬
戸
内
市
文
化
協
会
に
所
属
す
る
吟
詠
2
団
体 、
剣
詩
舞
2
団
体 、
8
グ
ル
—

プ
が
参
加
し
て
10
回
目
と
な

る
発
表
会
を
行
い
ま
す 。
昨
年
は
コ
ロ
ナ
の
影
書
で
中
止
と
な
リ 、
今
回
も
令
和
3
年
12
月
開
催
延
期
を
余
儀

な
く
さ
れ
ま
し
た
が ‘
令
和
4
年
3
月
13
日
午
後
1

時
瀬
戸
内
市
中
央
公
民
館
ホ
ー

ル
に
て
実
施
し
ま
す 。

合
ま
で
の
吟
剣
詩
舞
発
表
会
で
は
ゲ
ス
ト
と
し
て 、
様
々
な
分
野
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
方
と
異
文
化
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
行
っ
て
ま
い
リ
ま
し
た 。
唐
子
踊
リ
保
存
会
の
皆
様
に
よ
る
唐
子
踊
リ
で
地
域
の
伝
統
文
化

を
感
じ
た
リ 、
華
道
家
の
方
と
生
け
花
と
吟
詠
に
よ
る
コ
ラ
ボ
レ
ー

シ
ョ
ン
で 、
舞
台
に
花
を
添
え
て
い
た
だ

き
ま
し
た 。
第
9
回
瀬
戸
内
市
吟
剣
詩
舞
発
表
会
で
は 、
テ
ノ
ー

ル
歌
手
「
大
瀧
賢一

郎」
氏
を
お
迎
え
し 、
宵

待
草
や
下
津
井
節
な
ど
5
曲
を
披
露
し
て
い
た
だ
き 、
会
場
を
魅
了
し
ま
し
た 。
第
10
回
は
友
情
出
演
と
し
て 、

岡
山
大
学
吟
詩
舞
部
の
皆
様
を
お
招
き
し 、
若
さ
溢
れ
る
吟
詩
舞
を
披
露
し
て
い
た
だ
き
ま
す 。

会
貝
の
幼
児
か
ら
90
代
ま
で
が
参
加
し 、
初
心
に
立
ち
返
リ
心
を
込
め
て
舞
台
を
つ
と
め
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す 。
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
準
備
不
足
の
た
め
思
う
よ
う
な
内
容
や 、
練
習
が
不
十
分
で
お
見
苦
し
い
こ
と
も
あ

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が 、
春
の
穏
や
か
な
日
に 、
伝
統
芸
能
で
あ
る
吟
詠 、
剣
詩
舞
で
歴
史
と
地
域
の
文
化
に
ふ

れ
る
ひ
と
特
を ‘
瀬
戸
内
市
の
皆
様
と
過
ご
せ
た
ら
幸
い
で
す 。

第
10
団

瀬
ク
内
市
吟
剣
詩
森
発
表
会

．

 

蜻·ヽ
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(5) 瀬戸内市文化協会会報 ．心
各
部
6
活
動
紹
介

短
歌
を
楽
し
む

唐
琴
短
歌
会
は 、

牛
窓
公
民
館
に
於
い
て
毎
月
第
2
金

曜
日
に
歌
会
を
し
て
い
ま
す 。

コ
ロ
ナ
で
集
つ
こ
と
を
阻
ま
れ
た
時
期
に
は 、

先
生
の
深

削
を
会
員
の
皆
様
に
郵
送
い
た
し
ま
し
た 。

集
い
学
ぶ
こ
と

の
大
切
さ
を
痛
感
し
た
特
期
で
し
た 。

活
動
は 、

先
生

か
ら
の
有
名
な

歌
人
の
歌
を
20
首

宿
き
鑑
賞
い
た
し

ま
す 。

次
に
会
員

＊’

 

唐
琴
短
歌
会
（
刈
屋
長
子）

1
人
3
首
の
歌
を
発
表
し 、

先
生
か
ら
批
評 、

涼
削
が
あ
リ

ま
す 。
「
樹
林」

に
加
入
し
て
3
年
が
過
ぎ
益
々
勉
強
の
機

会
が
増
え
ま
し
た 。

文
化
祭
も
で
き
な
い
2
年
間
で
し
た
が 、

文
化
協
会
か
ら

の
助
成
金
で
購
入
し
た
色
紙
掛
け
を
使
え
る
機
会
が
巡
っ
て

来
る
こ
と
を
祈
っ
て
い
ま
す 。

活
動
休
止
を
乗
り
越
え
て

私
た
ち
酔
聖
会
ウ
イ
ン
ド
ブ
ラ
ス
は
音
楽
大
好
き 、

吹
奏

楽
大
好
き
な
人
た
ち
が
集
ま
り
活
動
し
始
め 、

今
年
で
35
年

と
な
リ
ま
す 。

毎
週
土
曜
日
に
10
代
か
ら
70
代
の
会
員
が
中

央
公
民
館
に
集
ま
リ 、

個
人
練
習
や
合
奏
練
習
を
続
け
て
い

ま
す 。

3
8
r

酔
聖
会
は
年
1

g

〗
賢

q
¢

て
参
リ
ま
し
た
が 、
―

-

`

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

r
k

如

＼
歓
i

一

染
拡
大
の
た
め 、

す
べ
て
の
演
奏
活

一一

動
の
場
を
失
い 、

そ
れ
ど
こ
ろ
か
練

習
も
幾
度
と
な
く

中
止
が
続
き
ま
し

た 。

そ
れ
で
も「
楽

器
を
吹
き
た
い」
「
演
奏
を
し
た
い」

と
い
う
会
貝
の
願
い
が

叶
い 、

10
月
に
あ
リ
ま
し
た
市
民
芸
術
祭
開
会
式
で
演
奏
の

場
を
頂
き 、
会
員一

同 、
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た 。

現
在 、

酔
聖
会
は
令
和
2
年
秋
よ
リ
新
指
揮
者
を
迎
え 、

新
し
い
酔
聖
会
サ
ウ
ン
ド
を
創
リ
上
げ
て
い
こ
う
と
し
て
い

ま
す 。

今
後
も
感
染
防
止
に
努
め
つ
つ ‘

令
和
4
年
10
月
こ

そ
は
3
年
ぶ
リ
の
定
期
演
奏
会
を
関
催
で
き
る
よ
う 、

会
員

一
同
練
習
に
熱
が
入
っ
て
い
ま
す 。

酔
聖
会
ウ
イ
ン
ド
ブ
ラ
ス
（
藤
澤
直
子）
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會

ー ここ

等
曲
の
稽
古
で
は

個
人
の
練
習
だ
け
で
な
く 、

パ
ー
ト
ご
と
の
練
習
を
し
た
う
え
で 、

他
の
メ
ン
バ
ー

と
合
奏
し
て
ひ
と
つ
の
曲
を
作
リ
上
げ
て
い
き
ま
す 。

唄
を
歌
い
な
が
ら
演

ー

奏
す
る
曲
も
あ
リ 、
様
々
な
曲
を
練
習
す
る
中
で 、
感
染
対
策
が
ネ
ッ
ク
と
な
っ
て
い
ま
し
た 。

文
化
侶
会
の
助
成
金
で
「
飛
沫
防
止
ガ
ー
ド」

を
購
入
さ
せ
て
い
た
だ
き 、

並
ん
で
の

稽
古
も
気
に
な
ら
な
く
な
リ 、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
イ
ベ
ン
ト
に
向
け
て
稽
古
を
進
め
る
こ
と
が

で
き
て
い
ま
す 。

秋
に
行
わ
れ
た
「
つ
な
ぐ
：．

展」 、

年
明
け
に
開
催
し
た
「
等
曲
明
寿
会

お
弾
き
初
め
会」

も
ご
好
評
頂
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た 。

ま
た 、

現
在
は
4
月
に
行
わ
れ

る
演
奏
会
に
向
け
て
稽
古
に
励
ん
で
い
ま
す 。

「
等
曲
三
上
社

第
60
回
記
念
演
奏
会」

は
令
和
4
年
4
月
24
日
（
日）

岡
山
市
民
会
館

に
て
12
時
30
分
関
演
予
定
で
す 。

ぜ
ひ
お
越
し
下
さ
い 。

等
曲
三
上
社
明
寿
会
（
三
上
澄
甲）

コ
ロ
ナ
禍
で
の
稽
古
を
よ
り
安
全
に

,.. .... ..,. ............
....、...........................................................................................,.......,. . ..,..,,,.......,. .. ..,.......,......,,........,. .. ..,.......,. . ..,. . ..,. ................... ,.. 
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岡
山
県
書
道
連
盟

岡
山
曝
に
は
岡
山
県
書
道
連
盟
と
い
う
団
体
が
存
在
し
ま
す 。

連
盟
は
漢
字 ‘

仮
名 、

近
代
詩
文
の
書
家
に
よ
リ
構
成
さ
れ
る
団
体
で 、

そ
の
入
会
条
件
は
日
展
入
選 、

県
展
で

の
県
展
賞
以
上
の
入
賞 、

読
売
書
法
展
で
の
入
賞
な
ど
と
い
っ
た
公
募
展
で
の
高
い
実
績
が

求
め
ら
れ
ま
す 。

ま
た
そ
の
歴
史
は
半
世
紀
を
超
え 、

現
在
の
会
員
数
は
約
5
0
0
名
（
瀬

戸
内
市
在
住
者
は
14
名）

と
い
っ
た
大
規
模
な
団
体
で
す 。

我
々
連
盟
会
員
は 、

岡
山
県
書
道
連
盟
展
と
岡
山
県
の
書
展
と
い
っ
た
連
盟
関
係
の
書

展
で
の
作
品
発
表
を
は
じ
め 、

岡
山
県
美
術
展
（
嗅
展）

や
日
展 、

読
売
書
法
展
と
い
っ
た

公
募
展
へ
の
出
O
DD、

自
分
が
所
属
す
る
会
派・
社
中
に
よ
る
会
員
展·
社
中
展
と
い
っ
た
様
々

な
書
展
に
て
作
品
発
表
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す 。

岡
山
県
は
比
較
的
書
道
が
盛
ん
な
地
域
で
あ
る
と
い
わ
れ 、

春
夏
秋
冬 、

県
内
各
地
で

様
々
な
書
展
が
開
催
さ
れ
て
お
リ
ま
す 。

気
に
な
る
書
展
が
あ
れ
ば
ぜ
ひ
気
軽
に
立
ち
寄
っ

て
み
て
く
だ
さ
い 。

書
道
（
霙
田
雄
山）
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瀬
戸
内
市
民
で
づ
く
る

瀬
戸
内
市
民
の
た
め
の

文
化
芸
術
の
「
祭
典」

令
和
3
年
10
月
9
日
（
土）
に
中
央
公
民
館
に
て
「
瀬
戸
内
市
民
芸
術
祭」
開
会
式
典
並

び
に
記
念
ス
テ
ー

ジ
が
行
わ
れ
ま
し
た 。

開
会
式
典
の
開
催
特
間
前
に
は 、

岡
山
県
文
化
連
盟
会
長 、

岡
山
県
議
会
議
長 、

瀬
戸

内
市
長
を
は
じ
め
と
す
る
市
内
の
文
化
施
設 、

商
工
会 、

観
光
協
会
な
ど
多
岐
に
わ
た
る

立
場
の
代
表
の
ご
来
賓
の
交
流
会 、

ウ
ェ
ル
カ
ム
チ
ル
ド
レ
ン
と
し
て
せ
と
う
ち
こ
ど
も
合

唱
団
テ
ィ
ン
カ
ー

ベ
ル
の
ミ
ニ
ス
テ
ー

ジ
な
ど
歓
迎
ム
ー
ド
の
中 、

大
ホ
ー

ル
の
式
典
で
は 、

多
く
の
祝
辞
を
い
た
だ
き 、

ま
た 、

書
家
輿
田
雄
山
氏
の
揮
憂
の
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
映
像 、

情
景
描
写
ピ
ア
ニ
ス
ト
山
地
真
美
さ
ん
の
瀬
戸
内
市
へ
の
即
睦
を
含
め
た
ピ
ア
ノ
演
奏 、

酔

聖
会
ウ
イ
ン
ド
ブ
ラ
ス
に
よ
る
吹
奏
楽
の
演
奏
の
記
念
ス
テ
ー

ジ
が
行
わ
れ
ま
し
た 。

そ
れ

ぞ
れ 、

瀬
戸
内
市
民
の
魅
力
的
で
素
晴
ら
し
い
芸
術
の
披
露
と
な
リ
ま
し
た 。

こ
の
日
は

同
時
に
牛
窓
の
瀬

戸
内
市
立
美
術
館
3
階
ギ
ャ
ラ

リ
ー

に
て
「
第
9
回
つ
な
ぐ
：

展」

も
会
期
の
初
日
と
な
リ 、
一
層
芸

術
祭
の
空
気
を
高
め
ま
し
た 。

記
念
す
べ
き
こ
の
日
に 、

多
く

の
ご
来
賓
の
方
々
の
ご
臨
席
を
賜

る
こ
と
が
で
き

ま
た
ほ
ぼ
満
席

の
市
民
の
皆
様
の
ご
参
加
も
い
た

だ
け 、

誠
に
あ
リ
が
た
< ‘

心
よ

第 一 回

噌瀬
0 • 

戸
内
市
民
芸
術
祭

u
c

h
i
 
C
i
t
y
 

A
r
t
s
 

F
e
s
t
i

v
a
l
 

リ
感
謝
申
し
上
げ
ま
す 。

市
内
の
芸
術・
文
化
活
動
に
携
わ
る
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は 、

令
和
2
年
2
月
よ
リ
長

期
に
渡
っ
て 、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
と
い
う
芸
術・
文
化
活
動
に
と
っ
て
非
常
に

大
き
な
障
害
が
起
こ
リ 、

今
な
お
先
の
見
え
な
い
状
況
不
で 、

本
当
に
ご
苦
難
の
日
々
で
い

ら
っ
し
ゃ
る
と
心
中
お
察
し
申
し
上
げ
ま
す 。

令
和
3
年
度
を
迎
え
ま
し
て ‘

ほ
ぼ
何
も
活
動
の
で
き
な
か
っ
た
昨
年
度
ま
た 、

そ
れ
以

前
の
市
内
の
文
化
芸
術
の
継
承
と
振
興
に
か
か
わ
る
活
動
を
顧
み 、

文
化
協
会
役
員
を
中

心
に 、

今
後
ど
う
こ
の
難
関
を
乗
リ
越
え 、

ま
た
こ
れ
か
ら
ど
う
の
よ
う
に
舵
を
取
る
べ
き

か
話
し
合
い
を
続
け
ま
し
た 。

国
の
文
化
芸
術
に
つ
い
て
の
指
針
に
合一
度
立
ち
戻
リ 、
こ
れ
か
ら
の
文
化
芸
術
振
興
は 、

ま
ち
づ
く
リ
や
観
光 、

国
際
交
流 、

福
祉 ‘

敦
育 、

産
業
な
ど
様
々
な
分
野
と
関
わ
っ
て
い

か
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
認
調
い
た
し
ま
し
た 。

こ
の
よ
う
な
経
過
で 、

瀬
戸
内
市
民
み
ん
な
で
つ
く
っ
て
い
く
「
瀬
戸
内
市
民
芸
術
祭」

を
通
じ
て 、

複
合
的
な
関
わ
リ
を
持
ち
な
が
ら ‘

瀬
戸
内
市
の
文
化
芸
術
の
継
承
と
振
興

に
寄
与
し
た
い
と
い
う
思
い
で
実
行
委
員
会
が
発
足
い
た
し
ま
し
た 。

第
1
回
瀬
戸
内
市
民
芸
術
祭
は 、

延
期
も
あ
リ
令
和
4
年
1
月
30
日
合
唱
コ
ン
サ
ー
ト 、

2
月
6
日
器
楽
コ
ン
サ
ー
ト 、

3
月
13
日
吟
剣
詩
舞
発
表
会
ま
で
を
参
加
イ
ベ
ン
ト
と
し
て

お
リ
ま
す
が 、

令
和
4
年
度
開
催
さ
れ
ま
す

「
瀬
戸
内
市
民
芸
術
祭」
は 、

新
た
な
構
成
の

実
行
委
員
会
を
結
成
し
9
月
5

11
月
の
期
間

に
開
催
す
る
予
定
で
ご
ざ
い
ま
す 。

誇
リ
を
も
っ
て
未
来
に
向
か
っ
て 、

幼
児
か

ら
高
齢
者
ま
で
市
民
み
ん
な
が 、

文
化
芸
術

を
愛
し 、

楽
し
め
る
ま
ち
づ
く
リ
の
エ
ネ
ル

ギ
ー

の
源
と
な
る
市
民
の
た
め
の
市
民
が
つ
く

る
「
祭
興」
を
め
ざ
し
ま
す 。

是
非 、

こ
の
祭
典
に
て 、

よ
リ
多
く
の
皆

様
の
文
化
芸
術
活
動
の
発
信
を
し
て
い
た
だ

き
た
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す 。

瀬
戸
内
市
民
芸
術
祭
実
行
委
員
会

副
委
員
長
（
上
野

洋
子）

颯簡和民紺街 象
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瀬
戸
内
市
長
船
町

福
岡
景
観
形

成
重

点
地

域

の

東
小
路

に
面

し
妙
興
寺

の

北
側

に
位
置
し
て

い
ま

す

。
以
下
「
仲
崎
邸
パ
ン
フ
レ
ッ
ト」

を

中
心

に
紹
介

さ
せ
て

い
た
だ
き

ま

す

。

明
治
時
代
末
期
か
ら
大
正
初
期

に
か
け
て
建

て
ら

れ

た
邸
宅
か
ら
は 、

中
世

よ

り

育
ま

れ

た

人・
物•
財
カ・
情
報

の

一
大
集
積

地
「
商
都

備
前
福
岡
」

の

豊
か

さ
と、
そ

れ

を
ひ
け
ら
か

さ
な
い
趣
味

の

良
さ
や
奥
ゆ
か

し
ざ
も
伝
わ
っ

て
く
る
不
思
議

さ
が

あ

り

ま

す

。

施
主

の

仲
崎
善
吉
郎
氏
は
控
え
め

な
性
格
な

が

ら
も
建
築

に
か
な

り

の

こ
だ
わ

り

を
持
っ
て

お

り

、
そ

の

思
い
を
地
元
棟
梁

の

東
原
佐
之
吉

氏
と
職
人
集
団

が

見

事
に
体
現

し
ま
し
た。

見

識
と
財
力

を
駆
使

し、
10
数

年

か
け
て
丁
寧

に

建
て
ら

れ

た
仲
崎
邸
は
純
和
風
邸

に

見

え
ま

す

が

随
所

に
進
取

の

気
象
が

見

ら

れ

ま

す

。
建
設

時
は
西
洋
建
築

が

も
て
は
や
ざ

れ

た
時
代 。
仲

崎
氏
も
そ

の

潮
流

の

中
で 、
大
黒
柱

を
あ
え
て

設
け

な
い
工
法

を
採

り

、
ガ
ラ
ス

を
多

用

し、

天
井
裏

に
は
当
時

民
間

住宅
で
は

ま
だ
珍

し
い

西
洋

の

ト
ラ
ス
エ
法

を
施

し、
2
階

の

1
室
は

洋
間

を
設
け
る

な
ど
こ

の

邸
宅

に
は
そ

の

新

し

い
時
代

の

影
響

が

見

受
け
ら

れ

ま

す

。

10
数

年

間
は
空
き

家

状
態
で

し
た
が

、
そ

れ

備
前
福
岡
仲
崎
邸

ぼ一

ル
C

地
域
伝
統
文
化
の
紹
介

いなた心成

用

にとを
ま可 ゜ とさプ備し地

す

能

新

な

れ

口前よ域
備

゜ 性た

り

地ジ福う活
月l」 をに再域エ岡と性

福

見

い生
住

ク古平化
岡 出ろし民卜民成

の

古 しいま
がが

家

25拠
民 てろし中結活

年

点．
......., 

. 

琢――··-—に..

鷹
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■開 館日：土・日曜日（年末年始除く）
■ 開館時間： 10:00~15:00
■ 入館料：200円（高校生以下無料）

＿ 

「瀬戸内市文化協会」の会員を募集して
います。みんなで瀬戸内市の文化を育
てていきましょう。

◎お問い合わせ•お申し込みは
◆中央公民館(22-3761)
◆教育委員会社会教育課(34-5604)

ヘご連絡下さい。

お
め
でと

う
ご
ざい
ま
す

第8
回
日本

美
術
展
覧
会（
日展）

「
入
選」奥

田
利
勝

「
金
色
の打
ち
掛
け」
（
洋
画）

小
林
直
明

「
オ
リ
ーブ

璽
（
洋
画）

第
64
回日本伝統工芸中国支部展

「
入
選
j黒

井
博
史

「
鉄
釉
幾
何
文
角
鉢」
（
陶
芸）

会
員
の
受
賞
・

入
選

《
編
集
委
員》

小
林
直
明

赤
木
輝
美
子

野
崎
泉

妹
尾

薫

佐
竹
徳
氏
を
特
集
し
ま
し
た 。

ー

親
し
ま
れ 、
瀬
戸
内
市
名
誉
市
民
で
あっ
た

編

集

後

gel
1

本
号
で
は 、「
オ
リ
ー
プ
の
画
家」
と
呼
ば
れ _J 

理

事
78
名

······.. ·.. ·•····•····•·•·•·

事
務
局
長

監

事

常
任
理
事

長谷川将彦

妹
尾
煎

梶
谷
栄

神
戸
淑
子

（
小
林
直
明）

（
松
川
広
己）

刈
屋
長
子

（
横
山
好
美）

野
崎
泉

.-. 一.-.-.-.—.-. 一.-.-.-.

オリ
l

訪
忍後
れを

、

が1、 コ法
筍=画家

展
で汚蜀' 事

師
。 れま

。 81 紙表
ブ 9 文展 鹿9 油
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の 9 本＝日 子木孟郎
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展
帝

墾 臼鷹
L

日□塁徳

森
陶
岳

奥
田
桂
峰

黒
井
千
左

三
上
澄
明

小
林
直
明

上
野
洋
子

松
川
広
己

森
崎
昭
生

（
上
野
洋
子）
立
岡
隆
子

（
三
上
澄
明）
藤
間
善
消

石
光
順
恵

山
下
皓
与

奥
田
利
勝

坂
手
得
二

三
木
裕
紀

稲
荷
作

奥
田
雄
山

西

岳
海

四十塚正
子
池畑富美
子

下
山
公
子

松
尾
俊
介

馬
場
初
根

蟻
正
通
弘

奥
田
悦
代

`
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横
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好
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村一二
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西浦千万太

令
和
3

年

度

瀬
戸
内
市
文
化
協
会
役
員
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